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缶詰食品の fcとα（温度伝導率）から jc と
hc /κ（冷却期の総括熱伝達率 /熱伝導率）
の算出
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2026年春の缶詰市場は，長期保存性や簡便性，おいしさ
という従来の価値に加え，防災意識や環境配慮の高まりか
ら再評価されている．各メーカーは新しいフレーバーの投
入，MSC認証品の展開，プレミアム路線の強化，洋風ライ
ンナップの拡充など，多様な戦略で，特に若年層をターゲッ
トにした市場開拓を進めている．業界全体としては，ESG
やエシカル消費を重視し，缶詰の多面的な価値を訴求する
ことで，持続的な市場の底上げを目指している．一方で，原
料面では，水産物・農産物共に不漁や天候不順が続き，価格
が高止まりしている．輸入缶詰も原料不足と円安の影響で
減少傾向にあり，予断を許さない状況にある．
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2025年度工場等における環境問題対応に
関する調査結果

10日本缶詰びん詰レトルト食品協会………………
日本缶詰びん詰レトルト食品協会は，第2次業界環境自主
行動計画を策定している．本稿は，同計画のフォローアッ
プ調査結果で，会員企業の環境問題対応状況を紹介すると
共に，業界内の意識高揚を目的とする．調査内容は，CO2
排出抑制のための取組（数値目標，目標達成のための取
組，対策事例等），CO2排出実績，排出増減要因など．
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